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編
・
集
・
後
・
記 

◇
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
昨
年
は
、「
Ｅ
Ⅹ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５
大
阪
・
関
西

万
博
」
や
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
２
０
２
５
」
と
関
西
で
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
万
博
に
つ
い
て

は
、
前
評
判
と
し
て
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
後
半
は
大
人
気
で
予
約
チ
ケ
ッ
ト
も
取

れ
な
い
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
家
族
で

２
回
行
き
、
も
っ
と
も
っ
と
見
た
い
パ
ビ
リ

オ
ン
が
あ
る
中
、
最
後
は
大
屋
根
リ
ン
グ
の

上
空
に
あ
が
る
花
火
を
見
な
が
ら
帰
路
に

つ
き
、
十
分
に
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
は
、
雨
模
様
の

天
気
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

方
の
サ
ポ
ー
ト
の
中
で
開
催
さ
れ
、
び
わ
こ

国
体
以
来
の（
44
年
ぶ
り
２
度
目
）男
女
総

合
優
勝
（
天
皇
杯
獲
得
）
、
女
子
総
合
優
勝

（
皇
后
杯
獲
得
）と
輝
か
し
い
成
績
で
し
た
。 

◇
今
年
の
干
支
は
、「
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）」

で
す
が
、
馬
は
力
強
く
駆
け
抜
け
る
動
物
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
前
進
」「
勝
負
」「
情
熱
」

を
象
徴
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
勢
い

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
活
動
的
な
年
」
と

し
て
挑
戦
や
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
昨
秋
、
琵
琶
湖
で
成
長
し
た
ビ
ワ
マ
ス
が

産
卵
の
た
め
愛
知
川
の
支
流
に
遡
上
し
た

の
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
万
博
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」の
よ
う
に
、我
々
が
ど
の
よ
う
に
今
の
自

然
を
守
り
、
未
来
に
繋
げ
る
か
が
大
切
で
す

ね
。（
Ｓ
） 

 10 月 26 日、永源寺コミュニティセ

ンターで、今年初めての企画、「子育て応

援フェスタ in 永源寺」が開催されまし

た。 

 この日は、親子で楽しんでもらおうと、

木育コーナー、絵本コーナー、食育・健

康コーナー、アクセサリーや小物作りが

できるコーナーなどを設け、参加者は思

い思いに楽しみました。 

 広いホールでは、木のぬくもりを感じ

てもらおうと、木で組み立てたジャング

ルジム「るんだー」や「木のたまごプー

ル」、立体パズルなど、会場いっぱいに並

べられた木のおもちゃで夢中になって遊

んでいました。 

 健康推進員によるカルシウムおやつの

試食や、保健師による骨密度測定、かわ

いいアクセサリーづくりなど盛りだくさ

んのコーナーに 33 組 110 人の親子は

笑顔いっぱい楽しい一日を過ごされまし

た。 

 

表千家・裏千家・遠州流のお茶席が設け

られ、拝観者は季節に合わせた和菓子や

趣の違う各流派のお茶を堪能。また、席主

から床の間に飾られた掛け軸やお花、茶

道具などについて詳しい説明もあり、熱心

に聞き入っていました。法堂では瑞石会に

よるお番茶が振舞われ、爽やかな若葉の

モミジを眺めながらゆっくりくつろぐ拝観

者の姿も見受けられました。 

 

 

木の温もりを感じよう！木育コーナーは大人気 

女の子に人気のアクセサリーづくり 

食育・健康のコーナー 

絵
本
の
コ
ー
ナ
ー 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 小学校の子どもたちの図書館見学

で、「しきろ」って何ですかとの質

問がありました。「しきろ」は図書

館にある和室の名前で、愛知川の支

流、松尾谷にある「識蘆の滝」がそ

の由来です。中ほどで折り返す上下

二段の段瀑で、臨済宗永源寺とも所

縁のある滝です。この本には、県内

46カ所の滝にまつわる伝説や伝承

が紹介されていて和南町にある「渋

川七滝」も紹介されています。 

 バックパッカーとして知られた著

者が、全国各地の山小屋に赴き、主

人や小屋番たちの話に耳を傾けた滞

在記。ひとつひとつに、味わいのあ

る山小屋の間取り図が添えられてい

ます。鈴鹿山系からは、1泊2食付き

4,000円という破格の値段で泊まれ

美味しい料理が味わえる御在所岳の

山小屋「日向小屋」と、同じく御在

所岳の「藤内小屋」が紹介されてい

ます。（住所は三重県ですが･･･） 

関心高いコミュニティ防災講座 
平常時の備えの重要性学ぶ 

 
市の花ムラサキが紹介されました 
コミセンの歴史再発見講座 

 
「喫茶よってって」高木会議所に開設 

 「地域で育てよう心豊かなもみじっこ」をスロー
ガンに青少年育成大会が１１月１日永源寺コミュニ
ティセンターで開かれ、青少年の育成に関わる団体
や地域住民の方など１５２人が参加しました。 
 大会では永源寺地区の小・中学生７人が日常の中
で考えていることや将来の夢、こんな世の中になっ
てほしいなどそれぞれの思いを堂々と発表しまし
た。続いて行われた表彰式では青少年活動に貢献さ
れた石谷町の山田英雄さんの顕彰や、あったかメッ
セージコンテストでは１６人が表彰されました。こ
の日、もみじ幼児園 5歳児のみなさんも元気な歌声
で大会に花を添えられました。 

 

『近江の滝』 
  水田有夏志／著 サンライズ出版 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

小中学生が夢や思いを堂々と発表 
青少年育成大会 

 永源寺の魅力や今後のまちづくりに興味関心を持
ってもらおうと、地区の中学生を対象に、学校とタ
イアップした地域学習講座を 10 月 24 日に開催し
ました。講師に大本山永源寺の宗務総長横山玄秀 
氏を招き、禅宗の初祖と成立、寂室元光禅師の生涯
や永源寺の歴史、地域とのつながりをわかりやすく
お話いただきました。生徒たちは熱心に書き留め、
「初めて永源寺の歴史を深く知り興味深く、学びに
なる講座だった。もっと知りたい。昔から地域の方々
に守られてきたことがわかり感動した。これからも
永源寺の歴史を繋いでいきたい」と学習の成果を発
表してくれました。 
 

『シェルパ斉藤の山小屋 24時間滞在記』 
斉藤 政喜／著 山と渓谷社 

 10 月 11 日、永源寺コミュニティセンターで、
コミュニティ防災講座が行われました。今回は防災
士の西田周治氏が地区防災計画について講演され、
市防災危機管理課から防災グッズの紹介がありまし
た。その後、簡易ベッドと間仕切りテントの組み立
て実習、八日市消防署によるもくもくハウス体験と
重量物排除作業実演が行われました。 
 永源寺地区の皆さんの防災意識は高く、参加予定
人数を超える１００人以上の来場がありました。平
常時の備えが、南海トラフなどの地震や豪雨による
がけ崩れ、土石流の災害に対し有効な防災であるこ
とを改めて認識する講座でした。 

 

定休日 たまに火・水曜日 
営業時間 10:30～17:30 
（本日分売り切れまで） 

東近江市のいいとこ発見 第３弾 
ロマン溢れる蒲生の歴史を満喫 

永源寺中学校で地域学習講座 
大本山永源寺の歴史を学ぶ 

舞台は奥永源寺 
  「木に宿る魂、人に宿る誇り。」 
 平安時代初期、今の東近江市奥永源寺・小椋谷に、後の世
に木地師の祖と呼ばれる惟喬親王様がひっそりと住まわれ
ていました。ある日、旧友の歌人在原業平が親王様を訪ね
て来て二人は懐かしく楽しく語らいますが、やがて時の権
力者の藤原良房の野望によって都を追われた経緯も思い
出されるのでした。しかし惟喬は、美しい自然と対話しなが
ら物作りに励む里人達との生活を愛しみ、失意の業平に今
の生き方を語りかけます。 
 このミュージカルは、惟喬親王の伝承に基づき、生き方や
誇りを持つこと、そして現代にも通じる自然環境への意識
を問いかける物語です。 

1 月 31 日（土） 2 月 1 日（日）14:00 開演 
■チケット料金 一般 2000 円 18 歳以下 1000 円 
               ※当日券それぞれ 500円増し 
        

       八日市文化芸術会館 
     https://p-ticket.jp/yokaichi-bungei 

 

1 本 50 円 

10 月 29日、「東近江市のいいとこ発見事業」で、
歴史とロマンのまち蒲生野を探訪しました。 
東近江市観光ボランティアガイドがもう支部長

大塚活美さんの案内で、石塔寺、木村古墳群、梵釈
寺、ガリ版伝承館、山部神社、赤人寺などを訪れま
した。石塔寺の三重の塔の由来、玉垣と山上の関係、
ガリ版を活用した作品やエジソンからの手紙など、
大塚さんの一歩踏み込んだ説明で、今まで知らなか
った蒲生を満喫しました。大塚さんの自慢は、蒲生
には近江鉄道の駅が 4 駅もあるとのことでした。秋
の一日、バスで近場を訪ねて新しい歴史の発見がで
きました。 

 

 

 

 

https://p-ticket/


  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
  
 

  

 

 

 

東近江市議会議員選挙 

投票率は過去最低の 45.08％ 
西村和恭氏 3期目当選 議長就任 

10 月 19 日に東近江市議会議員選挙が執行され、

26 人の方が立候補されました。昨年度、議員定数条

例が改正されたことにより、今回の選挙から議員定

数が３人減り、22人となりました。 

選挙当日の天候は悪くはありませんでしたが、投

票率は 45.08％と前回（令和３年 48.08％）より 3.0％

低くなりました。永源寺地区だけを見ても、56.39％

であり、前回（令和３年 60.16％）より約４％低下

しました。 

そのような状況のなかで、市原野町の西村和恭氏

が３期目の当選をされました。 

また、11月 4日に開かれた東近江市議会臨時会に

おいて、西村議員が第 22代議長に就任されました。

誠におめでとうございます。今後、益々のご活躍を

期待いたします。 

  

市議会議員選挙投票率の推移 

44 年ぶりに滋賀県で開催された国民スポ

ーツ大会・障害者スポーツ大会に永源寺地区

からも出場され、優秀な成績を収められまし

た。国スポのライフル射撃では、如来の奥村

壮真さんが２位に、また障スポ陸上競技では

上二俣町の熊田繁さんが、ジャベリックスロ

ーで優勝、砲丸投げで２位に入賞されました。 

 奥村壮真さんにお話をお聞きしました。奥

村さんは、現在水口高校３年生で、少年男子

ＡＲ（エアーライフル）６０ＷＪに出場し２

位になられました。今年の県大会で１位、近

畿大会でも１位となり、さらに９月埼玉県で

行われたジュニアオリンピックカップ（ＪＯ

Ｃ）で優勝し成績が認められ、国スポ代表選

手に選ばれ出場されました。好成績を上げた

経験が国スポのときは気が楽で、あまり緊張

しなかったということでした。   

 進学の学校体験で、ライフルに興味を持っ

たのが高校を選ぶ 

きっかけとなり、 

クラブ活動は練習 

が毎日１６時～ 

１９時でしたが、 

楽しかったので高 

校の３年間はライ 

フル漬けとのこと 

でした。大阪の能 

勢ライフル射撃場で、月に１回合宿があり、立

射で行うため、腰が痛くなることもあったよう

です。２年生になって大会にも出るようにな

り、だんだん上手になってきて、３年生になっ

てからは全国大会に出場できるようになった

とのことです。専門学校に進学される予定です

が、将来、時間に余裕が出来たら、個人で実射

（ＳＢ）をやりたいと抱負を語っていただきま

した。 

  

 

 

 

 

国民スポーツ大会  

奥村壮真さん（如来） ライフル射撃 2位 
障害者スポーツ大会 

熊田 繁さん（上二俣）ジャベリックスロー 優勝 

           砲丸投げ 2位 

 

 

11
月
13
日
、
永
源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
「
永
源
寺
み
ら
い
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
約
60
人
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

永
源
寺
地
区
内
で
地
域
活
動
に
関

わ
る
21
団
体
が
一
堂
に
集
ま
り
、
ま

ち
づ
く
り
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
地

域
の
課
題
解
決
に
活
か
す
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
誰
も
が
永
源
寺
を
「
ふ

る
さ
と
」
と
感
じ
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
？
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。 

特
に
今
回
は
永
源
寺
地
区
に
移
住

し
て
来
ら
れ
た
方
た
ち
の
視
点
を
と

お
し
て
、
地
域
の
魅
力
や
実
際
に
暮
ら

し
て
み
て
感
じ
た
課
題
や
困
り
ご
と

な
ど
を
お
聞
き
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
こ
と
に
な
り
、
当
日
の
会
議
に

は
、
移
住
し
て
来
ら
れ
た
３
人
の
方
が

登
壇
し
、
話
題
提
供
を
さ
れ
ま
し
た
。 

移
住
の
き
っ
か
け
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
や
不
動
産
の
紹
介
、
知
人
の
紹
介
と

そ
れ
ぞ
れ
。
決
め
手
は
、
子
育
て
に
良

い
環
境
だ
と
思
っ
た
。
下
見
の
時
に
感

じ
た
地
域
の
方
の
温
か
さ
や
安
心
感

な
ど
。
住
ん
で
み
て
良
か
っ
た
こ
と
や

魅
力
は
、
ご
近
所
ど
う
し
の
つ
な
が
り

や
声
か
け
、
都
会
で
は
出
来
な
い
自
然

体
験
な
ど
で
し
た
。 

心
配
ご
と
は
、
自
分
が
高
齢
に
な
っ

た
時
の
移
動
手
段
を
は
じ
め
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
に
伴
う
地
域
や
自
治
会

事
業
へ
の
影
響
な
ど
で
し
た
。 

ま
た
、
現
在
の
核
家
族
の
現
状
や
多

様
な
働
き
方
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
行

事
に
参
加
し
や
す
い
工
夫
が
あ
る
と

嬉
し
い
と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

３
人
の
方
々
か
ら
話
題
提
供
を
い

た
だ
い
た
後
、
参
加
者
は
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
感
想
や
問
題
点
、
課
題
解

決
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
が

あ
り
、
必
要
と
し
て
い
る
人
に
伝
わ
る

空
き
家
情
報
を
充
実
す
る
こ
と
。
若
者

が
も
っ
と
地
域
に
関
心
が
持
て
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。
遠
慮
し

す
ぎ
ず
、
気
軽
に
「
助
け
て
」
と
言
え

る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
人
口
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
と
捉
え
る

だ
け
で
な
く
、
や
り
方
を
見
直
し
、
出

来
る
こ
と
を
み
ん
な
で
楽
し
む
方
向

を
模
索
す
る
事
も
大
事
で
は
な
い
か
。

等
々
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
や

は
り
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
続
け
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
さ

せ
る
会
議
で
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
活
動
団
体
が
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。 

  

永源寺に移住されてきた３人の方からの話題提供 

話題提供のあと、参加者で
話し合い 

 

永源寺の美容室フレーバー 

子供からお年寄りまでみんなが気軽に集まれるアットホームな美容室 

電話：0748-56-1386 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 １１月１４日～２９日、今年も永
源寺ライトアップを行いました。 
 ２２日のともしびミニライブは、
鈴鹿壱番太鼓とジャズコンボ名輪
朱美＆The Restに演奏いただきま
した。当日は天候も良く、もみじ狩
りには最高の日となり、たくさんの
参拝者で賑わいました。お寺とジャ
ズの新たなコラボレーションはラ
イトアップされたもみじにも溶け
込み、観覧された方はリズムに合わ
せスウィングされていました。 ポーチに響く迫力満点の演奏 滋賀県警察音楽隊 

元気なパフォーマンス キッズダンス 近江和太鼓団巴（UZUMAKI） 

「わ音」の秋色コンサート 

ともしびミニライブ／ジャズコンボ「名輪朱美＆The Rest」 

健康推進員のベジチェック ちびっこ消防車 

平成の合併(東近江市制)２０周年                          
               記念 
昭和の合併(永源寺町制)７０周年 

 

サークル・文化団体の芸能発表 

資源譲渡会 

こども縁日／福笑い・けん玉 自転車シミュレーター体験 ともしびミニライブ／鈴鹿壱番太鼓 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11
月
8
日
、
永
源
寺
図
書
館
で

良
い
夜
い
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。第
一
部
で
は
地
域
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
発
表
が
、
第
二
部
で
は

ゲ
ス
ト
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

バイオリン ハンドベル 

ピアノ連弾 

コーラス ピアノ独奏 ギター 

                 

 

 

政
所
町
で
茅
葺
き
屋
根
が
目
印

の
古
民
家
を
改
修
し
て
、
里
山
文
化

施
設
「
茶
や
す
み
」
を
開
く
と
の
情

報
を
得
て
、
覗
い
て
み
ま
し
た
。
情

報
を
く
れ
た
の
は
、
茶
縁
結
び
を
推

奨
す
る
山
形
蓮
さ
ん
。
茶
や
す
み
で

開
く
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
も
彼
女
の

考
案
で
、
立
ち
寄
っ
た
11
月
１
日

と
16
日
は
、
ち
ょ
う
ど
古
民
家
前

の
光
徳
寺
の
銀
杏
が
見
事
に
黄
金

色
に
な
っ
た
頃
で
、
錦
秋
の
里
山
を

楽
し
め
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

１
日
は
、
里
山
茶
会
を
開
催
。
煎

茶
、
平
番
茶
、
抹
茶
、
古
樹
番
茶
を

ペ
リ
ン
グ
さ
れ
た
お
菓
子
と
と
も

に
味
わ
う
企
画
。
守
山
市
か
ら
訪
れ

た
と
い
う
グ
ル
ー
プ
は
、
山
形
さ
ん

と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
喫
茶
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

16
日
は
宇
治
市
で
売
茶
中
村
を
営

む
茶
師
を
招
き
、
手
揉
み
製
茶
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
中
村
さ
ん

は
、
「
新
茶
の
時
期
に
茶
農
家
か
ら

仕
入
れ
た
茶
葉
を
冷
凍
保
存
し
、

製
茶
す
る
分
だ
け
を
解
凍
し
て
製

茶
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
揉
み

た
て
の
お
茶
が
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
い
ま
す
。
焙
り
な
が

ら
手
揉
み
す
る
こ
と
約
５
時
間
。

参
加
者
は
交
替
で
手
揉
み
を
体
験

し
、
自
ら
が
製
茶
に
関
わ
っ
た
政

所
茶
を
味
わ
う
と
い
う
貴
重
な
経

験
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
茶
や
す
み
は
、
茶
を
通
じ
た

出
合
い
の
場
で
あ
り
、
地
元
の
方

が
集
う
茶
の
間
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
育
て
て
い
き
た
い
。
お
く
ど
さ

ん
を
使
っ
て
地
元
の
方
に
郷
土
料

理
を
作
っ
て
も
ら
い
提
供
し
て
い

き
た
い
。
定
期
的
に
出
張
居
酒
屋

を
開
店
し
、
地
元
の
方
の
交
流
の

場
に
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
、
山

形
さ
ん
の
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。 

 

 

 

 

中村さんの手ほどきで手揉みする山形さ

んと京阪神からの参加者 

木
地
師
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

木
地
職
人
が
課
題
と
展
望
語
る 

１１
月
８
日
「
伝
統
の
継
承
と
近
代

化
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

木
地
師
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

基
調
講
演
で
は
、
民
俗
学
や
伝
承

史
を
専
門
と
さ
れ
て
い
る
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
の
小
池
純
一
教
授
が
、

木
地
師
の
ろ
く
ろ
技
術
に
よ
り
近
代

に
な
っ
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た

「
万
年
筆
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
技
術
と
文
化
、
そ
し
て

人
々
の
暮
ら
し
が
交
差
す
る
興
味
深

い
講
演
で
し
た
。 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
全
国
の
木
地
師
・
塗
師
５
人
の

方
が
登
壇
し
、「
木
地
師
に
お
け
る 

伝
統
技
術
の
継
承
と
そ
の
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
す
る

地
域
も
世
代
も
異
な
る
５
人
の
木
地

師
・
塗
師
の
方
が
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
な

製
品
を
手
掛
け
ら
れ
、
そ
の
技
術
を
ど

の
よ
う
に
受
け
継
い
で
き
た
の
か
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
そ
の
技
術

を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
べ
き

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
約
１
５
０
人
の
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
活
発
な

質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
会
場
に

は
パ
ネ
ラ
ー
の
方
の
作
品
が
た
く
さ

ん
並
べ
ら
れ
て
あ
り
、
皆
さ
ん
手
に
取

っ
て
感
想
を
パ
ネ
ラ
ー
の
方
と
懇
談

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

 

  地域を知ろう！まち歩き ｉｎ 和南 
福祉の会主催 カロムも体験 

親子で楽しみながら英語に触れる 
コミセン講座「すくすくジュニアキッズ」 

地域を知り、地元の人と触れ合う目的で永源寺福
祉の会が毎年実施している『地域を知ろう』のイベ
ントが、10 月 25 日に行われ、今年は和南町を訪
ねました。 
参加者やスタッフ約 40 人は、多度神社や裏手に

ある丘陵尾根筋に築かれた和南城について地元の長
老から説明を聞きました。また、ガラス工房「アズ
ーログラススタジオ」を見学。色彩豊かなガラス工
芸品を鑑賞しながら作家から手法を学び、光明寺で
は住職からお寺の歴史について説明を受けました。
地元の方手作りの豚汁が振舞われた昼食後は、町内
の子どもたちも参加してカロムを体験。玉を弾く音
とともに歓声や笑い声が起こり、交流の輪が広がり
ました。 

 １１月１５日、永源寺コミュニティセンターで、
すくすくジュニアキッズ「親子で一緒に英語であそ
ぼう！」を開催しました。講師に水上和美さんをお
迎えし、3～5歳児親子 7組が参加されました。 
 水上さんは、近江八幡市で幼児から中学生対象の
英語教室を開催されています。今回の「英語であそ
ぼう！」では子どもたちが楽しみながら英語に触れ
られるようにカラーボールやカードを使って遊びの
中から自然に英語が身につくように工夫されていま
した。親子で一緒に遊ぶ場面もあり、子どもたちも
思いっきり体を動かして楽しんでいました。参加さ
れた保護者の方からは「普段、英語の歌を歌いなが
ら遊ぶ機会がないので今回、体験できて良かったで
す」と話されていました。 

 

光
徳
寺
の
銀
杏
の
木
と
、
茅
葺
き

屋
根
が
目
印
の
「
茶
や
す
み
」 

技術の伝承と展望について熱く語られ

たパネルディスカッション 

「近代化とともに毛筆に代わって万年筆
が主流。その背景には木地師のろくろ技
術があったからこそ」と話す小池教授 

ゲスト演奏Ｄuo 



 

「感謝」のひとことに尽きます 
これからも地域振興の拠点で在り続けたい 
 開駅 10周年記念事業実行委員会 会長 池田則之さん 

 開駅から 10年間運営できた 

のも地域の皆さんの支え、立寄 

っていただいたお客様、そして 

行政の支援などのお陰であり、 

感謝の念に堪えません。 

 当初は、トンネルが開通した 

とはいえどれぐらいの人が立寄 

ってくれるのか正直不安でしたが、来駅者も直売所の売り

上げも順調に推移しています。ただ、売上額は、物価高騰

による影響もあり、ただ単に喜べる数字ではありません。

道の駅としては売り場面積も駐車場も狭小で、課題も多い

のが現状です。 

 渓流の里は、来訪者への物販や情報発信だけでなく、地

区の防災、コミュニティの拠点施設でもあり、登山、釣り、

キャンプなどのアウトドアの案内機能、自動運転の拠点な

ど、道の駅の管理運営だけでなく奥永源寺地域の振興を担

っていく存在であり、これからもそう在り続けていきたい

と思っています。 

 今回の感謝祭の企画は、地域に関わる若い人たちに任せ、

役員は口出し一切無用としました。感謝祭として開催する

意義をしっかりと受け止めてくれたイベントであったと思

っています。こういった機会を通じて若い力を結集し、こ

れからの奥永源寺地域を盛り上げていってほしいと願って

います。 

  

  

11/1～３ 三連休の 3日間 
感謝祭で開駅 10周年を祝う 

 
 10月 10日に 10周年を迎えた道の駅奥

永源寺渓流の里では、11月 1日から 3日の

三連休に開駅 10周年の感謝祭が行われ、約

12,000人の来場客でにぎわいました。 

 道の駅は、旧政所中学校の校舎を活用して

開駅し、ドライバーの休憩や情報発信、物販

のほか、行政窓口の機能や診療所、防災機能

なども兼ね備えられており、地域住民の生活

を支えています。また、鈴鹿 10座ビジター

センターや自動運転車両の発着場所も併設し

ており、観光拠点としての役割も担っていま

す。年間利用者は 35万人を超え、直売所の

売り上げも年々増加傾向にあり、順調に推移

しています。 

 1日の感謝祭セレモニーで小椋市長は、「地

域住民の生活を支えるとともに、奥永源寺地

域の活性化の拠点としてなくてはならない存

在。さらに、磨き上げ充実した施設となるよ

うしていきたい」と、あいさつされました。 

 感謝祭では、アカペラグループやフラダン

スなどのステージのほか、鈴鹿の森の自然や

歴史文化の展示、茶文ワークショップ、とび

太くんをさがそう、渓流祭など多彩な催しが

行われました。また、地域住民による餅つき

も大好評で、最後は地域の人たちに感謝を込

めた住民限定の抽選会で感謝祭を締めくくら

れました。 

  

■平 27年度 10～3 月 来駅者 138,732人 直売所売上額 4,143 万円 

■令 7 年度 4～10 月 来駅者 217,393 人 直売所売上額 5,796万円 

 

2 日目のステージは音楽づくし。アカペラ・フラダンス

も。写真は八日市高校吹奏楽部の演奏とキッズダンス 

地元の方もステージを盛

り上げる。スポーツクラブ

による餅つきに来場者も

参加。振る舞われた付きた

てのお餅に舌鼓み 

道の駅内に隠されたとび太くんをさがそう。プレゼン

ト付きゲームに来場者も多数参加 

友人や恩人へメッセージを添えて政所茶のティーパックを送る茶文

ワークショップ（右）鈴鹿の森の自然や歴史文化に触れられる展示コ

ーナー（左）奥永源寺地域ならではの企画 

奥
永
源
寺
漁
協
に
よ
る
渓
流
祭
。
渓
流
す
く
い

や
イ
ワ
ナ
・
ア
マ
ゴ
・
ア
ユ
の
塩
焼
き
も
大
好

評 
マ
ル
シ
ェ
の
ブ
ー
ス
も
大
に
ぎ
わ

い
。
地
域
の
方
に
よ
る
特
別
弁
当
も

販
売 


